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心太平本黄庭経
しんたいへいぼんこうていきょう

二五六年 (東晋 ・永和一二年)

木

罷蟹

滋

舞

卜

図
版
（左
）

趙
孟
類

・
旧
蔵
本
よ
り
抜
粋

『黄
庭
経
』
は
王
義
之
の
小
楷
の
第

一
に

挙
げ
ら
れ
る
。

巻
末
に

「永
和
十
二
年
」
と

あ
り
、

王
義
之
五
十
歳
頃
の
作
と
さ
れ
る
。

種
々
の
刻
本
が
伝
来
す
る
。

影
印
本
な
ど
で

一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
は

『水
痕
本
』
と
称

さ
れ
る
系
統
で
、

十
行
目
に
損
痕
が
あ
り
、

ま
た
十
六
行
目
末
に

「無
事
脩
太
平
」
と
あ

ＺＯ
。

こ
こ
に
示
し
た

『
黄
庭
経
』

は
、　

一
般
に

『
心
太
平
本
』
と
称
せ
ら
れ
る
。

「水
痕
」
も

無
く
十
六
行
目
を

「無
事
心
太
平
」
に
作
る
。

こ
の
系
統

の
刻
本
は
非
常
に
少
な
い
。

『
心

太
平
本
』
の
最
も
有
名
な
拓
は
、

趙
孟
頬

・

旧
蔵
本
が
あ
る
。
こ
こ
Ｌ
不
し
た

『
心
太
平

本
』
は
、
こ
の
趙
孟
頻

。
旧
蔵
本
と
書
風
、

字
画
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、

同

一
の
拓
本
で
は

な
く
、

別
本
で
あ
る
。

趙
孟

頻

・
旧
蔵
本
は
天
下
の
名
品

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の

『
心
太
平
本
』
と
比
較

す
る
と
、

字
画
が
や
や
軽
く

弱
い
。
こ
の

『
心
太
平
本
』

黄
庭
経
は
、

堂
々
た
る
力
強

さ
を
秘
め
て
い
る
。

▲ 越孟頻 ・旧蔵本より抜粋
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神

話

平
成
２
年
第
２３
回
現
代
書
展

と

「私
た
ち
が
か
か
げ
て
い
る
大
命
題

「形
而
上
の
表
現
」

は
、

私
た
ち
に

「人
間
生
存
の
意
味
を
間
う
」
と
い
う
神
の

与
え
た
試
練
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
単
な
る

「幻
視

者
」
で
は
な
く
、

そ
の
座
標
軸
を

「形
象
」
と
い
う
ア
ウ
フ

ヘ
ー
ベ
ン

（止
湯
）
さ
れ
た
地
点
に
お
い
て
の
時
代
の

「顕

示
者
」
で
あ
り
ま
す
。

」
（墨

ス
ペ
シ
ャ
ル
ー０

「現
代
の
書
」

よ
り
）

武
士
桑
風
現
代
書
作
家
協
会
代
表
の
主
張
の

一
部
で
あ
る
。

武
士
先
生
は
、

創
立
発
起
人
の

一
人
。

初
期
の
院
前
衛
書
の

指
導
者
で
あ
る
。

そ
の
武
士
桑
風
先
生
を
始
め
、

主
力
の
精

鋭
作
家
が
申
し
合
わ
せ
て
退
会
し
た
。

院
に
集
ま

っ
て
い
た

作
家
に
は
大
き
な
動
揺
と
軋
礫
を
与
え
た
。

第
２０
回
展
後
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

退
会
し
た
人
々
は
、

更
に
分
裂
し
て
い
っ

た
。

そ
し
て
遂
に
は
毎
日
展
も
退
会
し
た
為
、

院
の
前
衛
書

活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

「前
衛
の
芸
術
院
」
は

奎
星
会
に
主
導
権
を
譲
る
こ
と
に
な

っ
た
。

作
家
は
主
義
主
張
の
た
め
に
集
ま
る
、

主
張
が
合
わ
ね
ば

離
脱
し
て
も
咎
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
し
て
前
衛
書
は

革
新
的
で
新
し
い
分
野
で
あ
る
だ
け
に

一
人
よ
が
り
に
な
り

易
い
時
代
で
も
あ

っ
た
。

わ
ず
か
に
現
代
書
展
の
み
が
現
在

も
組
織
活
動
を

つ
づ
け
て
い
る
。

「
現
代
書
展
は
理
屈
な
し
に
面
白
い
し
、

楽
し
い
。

」
と
生

前
の
青
山
杉
雨
先
生
は
拝
見
さ
れ
た
と
聞
く
。

武
士
先
生
は
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
背
広
と
ネ
ク
タ
イ
で
、

颯

爽
と
し
て
乾
盃
の
音
頭
を
と

っ
て
お
ら
れ
た
。
２
～
３
年
前
、

大
病
を
さ
れ
て
最
近
は
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
お
見
か
け
し
な
い
。

先
生
今
年
は
９４
歳
に
な
ら
れ
た
。
ご
健
康
で
長
寿
を
お
祈
り

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（恩
地
春
洋
記
）

霙桑



創
立
か
ら
箱
根
会
談
ま
で

―
初
期
の
書
道
芸
術
院
―

創
立
か
ら
、

箱
根
会
談
ま
で
の
院
史
の
中
で
活
躍

さ
れ
た
先
人
を
紹
介
し
な
が
ら
現
在
の
書
道
芸
術
院

の
骨
格
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
追

つ
て
み
た
。

昭
２２

・
‐１

・
２３
　
書
道
芸
術
院
創
立
、

事
務
所
を
四

谷
坂
町
１３
番
地
に
置
く
。

∧
発
起
人
∨

伊
藤
神
谷
　
大
沢
雅
休
　
大
沢
竹
胎
　
尾
崎
竹
華

金
田
心
象
　
川
口
芝
香
　
香
川
峰
雲
　
香
川
春
蘭

熊
谷
恒
子
　
桑
原
江
南
　
鮫
島
看
山
　
鈴
木
鐸
亭

菅
谷
幽
峰
　
田
中
真
洲
　
一向
宮
金
陵
　
武
士
桑
風

津
金
鶴
仙
　
手
島
右
卿
　
名
越
霞
渓
　
野
本
白
雲

長
谷
川
耕
南
　
藤
岡
保
子
　
藤
本
竹
香
　
村
田
龍

岱。
「書
道
芸
術
院
」
は
立
派
過
ぎ
る
か
ら
残
し
て

お
こ
う
と
い
う
意
見
も
あ
り

「蒼
生
会
」
で
は

と
議
論
し
た
が
、

最
後
は
書
道
芸
術
院
で
決
定
。

・
坂
町
１３
は
香
川
邸
、

寝
転
ん
で
酒
を
飲
み
な
が

ら
書
や
書
道
界
を
論
じ
た
と
聞
く
。

昭
２３

・
１
　
第
１
回
書
道
芸
術
院
展
　
　
都
美
術
館

委
員
長
　
　
　
野
村
吉
三
郎

副
委
員
長
　
　
中
村
庸

一
郎

・
委
員

（審
査
員
）
発
起
人
以
外
の
主
な
人

上
田
桑
鳩
　
岡
部
蒼
風
　
弦
巻
松
蔭
　
森
田

子
龍
　
沖
六
鵬
　
木
村
知
石
　
平
尾
孤
往

深
沢
青
蓼
　
宮
川
翠
雨
　
国
井
誠
海
　
竹
田

津
極
山
　
鵜
飼
寒
鏡
　
竹
村
子
雀
　
川
崎
梅

村
　
影
山
盤
湊
　
小
川
瓦
木
　
川
谷
横
雲

首
藤
春
草
　
谷
脇
撲
翠
　
中
島
邑
水
　
西
日

大
画
　
広
津
雲
仙
な
ど

・
文
部
大
臣
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
水
城

読
売
新
聞
社
賞
　
　
　
　
　
　
　
柳
沢
大
廓

ほ
か
、

特
選
、

佳
作

・
会
長
　
野
村
吉
二
郎
　
副
会
長
　
中
村
庸

一
郎

総
務
　
上
田
桑
鳩
　
大
沢
雅
休
　
沖
　
一ハ
鵬

鮫
島
看
山
　
鈴
木
翠
軒
　
藤
岡
保
子

理
事
　
安
達
松
石
　
天
野
翠
琴
　
鵜
飼
寒
鏡

大
沢
竹
胎
　
金
田
心
象
　
川
口
芝
香

香
川
峰
雲
　
桑
原
江
南
　
武
士
桑
風

堀
　
桂
琴
　
松
尾
英
敏
　
渡
辺
松
軒

昭
２３

・
７
　
書
道
芸
術
院
推
薦
展
　
銀
座
松
坂
屋

出
品
者
　
比
田
井
抱
琴
外
　
７４
名

昭
２３

，
８
　
書
道
芸
術
院
移
動
展
　
館
山
市
女
学
校

同
　
移
動
展
　
静
岡
市
田
中
屋
百
貨
店

・
出
品
者
　
委
員
全
員
と
推
薦
作

家
の

一
部
　
５３
名

ｏ
こ
の
年
は
矢
継
ぎ
早
に
、

書
展
を
開
催
し
、

同

志
の
糾
合
と
、

組
織
の
整
備
に
務
め
た
。

昭
２６

・
８
　
第
１
回
全
国
学
生
小
品
競
書
大
会

・
戦
後
、

初
め
て
の
半
紙
作
品
の
書
展

以
後
、

継
続
　
５９
回

・
文
部
大
臣
賞
　
大
友
恭
子
　
渡
辺
信
子

佐
野
悦
子
　
梅
田
清
香

郵
政
大
臣
賞
　
桑
原
洋
子
　
和
久
井
喜
美
子

馬
渕
咲
子
　
菅
野
鵬
城

昭
２７

・
‐０
　

「書
道
芸
術
院
現
代
書
道
展
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

∧
出
品
者
∨

浅
見
喜
舟
　
阿
部
翠
竹

今
井
満
里
　
鵜
飼
寒
鏡

大
沢
竹
胎
　
沖
　
一ハ
鵬

小
暮
青
風
　
小
林
龍
峰

阿
部
翠
屋
　
池
田
水
城

宇
山
博
明
　
大
沢
雅
休

岡
部
蒼
風
　
香
川
春
蘭

篠
田
桃
紅
　
菅
谷
幽
峰

田
中
真
洲
　
武
士
桑
風
　
種
谷
扇
舟
　
十
鳥
霊
石

中
村
意
風
　
藤
本
竹
香
　
平
山
芳
雄
　
牧
野
春
翠

（以
上
２４
名
）

・
国
内
展
が
７
月
、

都
美
術
館
で
催
さ
れ
、

国
電

に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

世
間
の
注
目
を
浴
び

た
。

香
川
峰
雲
が
担
当
し
た
。

尚
、

戦
後
日
本
書
道
の
海
外
展
は
書
道
芸
術

院
が
初
め
て
で
あ

っ
た
。

昭
２７

・
８
　
書
道
芸
術
院
関
西
展

大
阪
市
立
美
術
館

・
五
回
展
を
経
て
、

力
を

つ
け
て
き
た
関
西
の
地

盤
固
め
の
た
め
、

川
崎
梅
村
が
尽
力
し
て
実
施

さ
れ
た
。

審
査
員
は
全
員
大
阪
に
集
合
し
た
。

昭
２９

・
８

ｏ
３‐
　
箱
根
会
談

（姥
子
温
泉
）

・
創
立
以
来
書
道
芸
術
の
発
展
を
め
ざ
し
て
華
々

し
く
発
足
し
た
院
も
、

展
覧
会
毎
に
脱
皮
し
た

が
、

問
題
も
生
じ
た
。

そ
こ
で
幹
部
に
よ
る
反

省
会
と
今
後
の
改
革
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

主
な
方
針

一
、

書
道
芸
術
院
は
、

綜
合
団
体
で
あ
る
こ
と

二
、

役
員
は
名
誉
職
で
は
な
い
こ
と
、

論
功
行

賞
は
明
快
に

三
、

少
数
派
を
尊
重
で
き
る
機
構
改
革
を

以
上
の
方
針
の
具
体
的
な
も
の
と
し
て
次
の
こ

と
を
決
定
し
た
。

１
、

科
別
に
よ
る
審
査
方
法
の
採
用

２
、

常
任
理
事
制
を
と
る
。

各
社
中
意
見
が
開

陳
で
き
る
よ
う
に

３
、

実
働
役
員
と
し
て
形
式
主
義
を
排
し
た
人

事
を
す
る

∧
集
会
者
∨

香
川
峰
雲
　
金
田
心
象
　
武
士
桑
風

種
谷
扇
舟
　
中
島
邑
水
　
麻
田
心
斎

ｏ
こ
の
決
定
が
現
在
の
書
道
芸
術
院
の
骨
格
と
な
っ

た
、

意
義
深
い
会
談
で
あ
る
。

◇
昭
２２
～
２９
ま
で
の
ス
ナ
ッ
プ

・
野
村
吉
二
郎
と
ダ
ブ
リ
ン
展

野
村
吉
二
郎
は
初
代
会
長
、

全
国
学
生
競
書
大
会

に
出
品
し
た
小
学
二
年
生
だ

っ
た
林
少
年
が
、

奨
励

賞
の
賞
状
に
野
村
吉
二
郎
と
署
名
し
て
あ

っ
た
と
話

し
て
く
れ
た
。

銀
座
の
新
春
展
を
見
に
来
て
く
れ
た

林
景

一
さ
ん
が

一
昨
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
と
し
て

赴
任
さ
れ
た
の
が
縁
で
今
回
の
ダ
ブ
リ
ン
展
が
実
現

し
た
。　

一
枚
の
賞
状
が
取
り
持

つ
縁
を
あ
り
が
た
い

と
思
う
。

・
大
沢
竹
胎
先
生
と
陣
羽
織

陳
列
の
指
揮
を
と

っ
て
い
た
竹
胎
先
生
。

時
代
劇

を
見
て
い
る
よ
う
な
陣
羽
織
と
指
揮
棒
、

腰
に
金
鎚

を
差
し
た
大
き
な
体
で
旧
東
京
美
術
館
を
問
歩
し
て

い
た
竹
胎
先
生
。

・
陳
列
作
業
が
終

っ
た
頃
、

お
に
ぎ
り
と
た
く
あ
ん

が
で
た
。

お
い
し
か

っ
た
。

都
美
を
出
る
と
上
野
の

山
は
、
ま
だ
浮
浪
者
が
大
勢
居
て
こ
わ
か

っ
た
。

屋

台
で
、

岡
部
蒼
風
先
生
と
伊
藤
神
谷
先
生
が
酒
を
飲

み
な
が
ら
書
論
を
た
た
か
わ
せ
て
い
た
。

私
と
小
島

白
洲
は
黙

っ
て
聞
く
と
も
な
く
酒
を
飲
ん
で
い
た
。

・
審
査
の
あ
と
の
懇
親
会
は
楽
し
か

っ
た
。

・
香
川
春
蘭
先
生
の
本
格
的
な
ダ
ン
ス
、　
・
伊
東

快
堂
先
生
の
お
経
の
よ
う
な
佐
渡
お
け
さ
、　
・
浜

田

一
堂
先
生
の
踊
り

「
た
に
し
殿
」

・
村
野
大
仙

先
生
の

一
人
ダ
ン
ス
な
ど
、　

二
二
宅
素
峰
先
生
は

芸
達
者

・
倉
吉
組
の

「
や
す
き
節
」
な
ど
…



前
衛
書
　
倒

今
ま
で
作
品
を
書
く
に
あ
た
り
、

線
を
第

一
に
考
え
、

線
と
並
ん
で
大
事
な
構
成
が
、

二
の
次
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

甲
骨
文
や

金
文
か
ら
選
ん
だ
文
字
を
基
に
構
想
を
練
り
、

草
稿
を
作

っ
て
始
め
る
も
の
の
、

筆
の
勢
い

任
せ
の
た
め
、　

一
画
書
い
て
は
、

そ
の
線
を

受
け
て
次
の
構
成
を
考
え
て
ま
た
書
く
の
で
、

百
枚
書
け
ば
百
通
り
の
構
成
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

構
成
の
覚
束
無
さ
を
、

筆
の
勢
い

で
誤
魔
化
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

筆
の
速
度
を
抑
え
て
書
く
こ
と
を
試
み
て
い

ま
す
が
、

そ
れ
に
は
、
よ
り
確
か
な
造
形
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

文
字
を

一
旦
解
体
し
、

再
構
成
す
る
に
あ

た
り
大
切
な
点
や
線
、

形
の
基
本
に
つ
い
て

は
、

公
募
展
ご
と
に
開
か
れ
る
白
玄
会
の
揮

宅
会
で
、

繰
り
返
し
先
輩
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

縦
線
は
緊
張
を
表
し
動
き
が
出

る
、

横
線
は
下
に
あ
れ
ば
安
定
性
が
あ
り
動

平
成
１６
年
書
道
芸
術
院
秋
季
展
出
品
作

き
を
止
め
る
が
、

上
に
あ
れ
ば
落
ち
よ
う
と

し
て
不
安
定
に
な
る
、

不
等
辺
の
逆
三
角
形

が

一
番
動
き
と
変
化
が
出
る
、

な
ど
の
教
え

を
根
底
に
、

不
安
定
さ
を
宿
し
な
が
ら
全
体

と
し
て
安
定
し
て
い
る
、

美
し
い
フ
ォ
ル
ム

を
創
り
出
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

更
に
素

朴
で
簡
潔
な
表
現
を
心
が
け
、

空
間
＝
余
白

の
活
き
て
い
る
作
品
の
創
作
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め

に
は
、

未
だ
未
だ
乏
し
い
造
形

感
覚
を
、

線
質
を
培
う
と
同
様

に
、

弛
ま
な
い
古
典
の
学
習
に

よ
っ
て
身
に
着
く
こ
と
を
願
い
、

古
典
の
臨
書
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

山
本
先
生
は
、

前
衛
書
よ
り

も
墨
象
と
い
う
名
称
を
好
ん
で

使
わ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
展
の

第
二
部
は
墨
象
の
部
で
す
。

私

も
こ
の
名
称
が
好
き
で
、

今
後

も
ず

っ
と
継
承
さ
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。

象
、

即
ち

す
が
た
、

か
た
ち
と
あ
れ
ば
、

一
層
構
成
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
、
と
思
う
の
で
す
。

ゴヒ

村

白

琉

北
村
白
琉
書

― 私 の 主

古
来
よ
り
５０
才
は

「知
天
命
」

の
歳
と
云
わ
れ
ま
す
が
、

父
を
送

り
２
年
後
に
は
種
谷
扇
舟
先
生
、

三
宅
素
峰
先
生
と
相
次
い
で
送
り
、

今
年
は
母
を
送
り
…
と
、

今
日
の

私
を
支
え
続
け
て
く
れ
た
両
親
。

書
の
道
を
教
え
導
い
て
く
だ
さ

っ

た
二
人
の
偉
大
な
師
を
失
な
い
、

そ
の
喪
失
感
は
、

思

っ
た
以
上
に

大
き
く
、

特
に
三
宅
先
生
を
失

っ

た
後
は
仲
々
筆
が
持
て
ま
せ
ん
で

し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
書
展
の
出
品

は
迫
る
し
、
こ
ん
な
事
で
は
ダ
メ

だ
、

先
生
に
お
叱
り
を
受
け
る
と

思
い
な
が
ら
も
六

ヶ
月
が
過
ぎ
た

こ
ろ
、
ボ
ー
ッ
と
な
が
め
て
い
た

新
聞
の
文
芸
欄
に
載

っ
て
い
た
、

大
塚
陽
子
さ
ん
の
歌
が
目
に
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。

「
リ
ラ
が
散

富
聾
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！■
ま
〓
韓

り
、

ア
カ
シ
ア
が
散
り
、

よ
う
や
く
に
　
心

が
我
を
　
取
り
も
ど
し
ゆ
く
」
ま
さ
に
、

そ

の
時
の
私
の
心
情
に
ピ
ッ
タ
リ
の
歌
で
し
た
。

こ
の
作
品
は
写
真
の
写
り
が
悪
く
掲
載
出
来

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

第

一
回
の
社
中
展

の
時
に
、

多
く
の
方
々
に
目
に
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
周
忌
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、

先
生
の
基
前

に

一
年
間
の
報
告
と
こ
れ
か
ら
の
行
く
道
を

話
し
か
け
て
い
た
時
は
ら
は
ら
と
雪
が
降

っ

て
き
ま
し
た
。

雪
を
み
て
い
て
心
に
浮
か
ん

だ
の
が
掲
載
の
山
頭
火
の
旬
で
し
た
。

家
に

帰
り
、
さ

っ
そ
く
作
品
に
し
て
み
ま
し
た
。

左
記
の
作
品
は
、

先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

ム
ジ
ナ
の
筆
で
書
き
ま
し
た
。”！一一一！！一！！！一！！！！！！！一！！！！！！！！一！！！！！！一！一！！一一！！一！一一一一一一一一一一一一一一一一一一！一一ン

今
村
青
華
書

山
頭
火
の
旬

現
代
詩
文
書
　
倒

！一中十一や一桟

一一

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！一一離

―
出
会
い
。
わ
か
れ
―今

　
村
　
埜
目
　
華

張
―



⑩

〈解
説
〉

孟
法
師
碑
の
線
は
深
み
が
あ
り
、

み
ず
み
ず
し
く
、
き
め

細
や
か
で
、
し
な
や
か
で
あ
る
。
し

っ
と
り
と
し
た
木
肌
を

鋭
利
な
刃
物
で
サ
ッ
ク
リ
と
切
り
こ
ん
だ
よ
う
な
味
が
あ
る
。

起
筆
の
角
度
や
送
筆
で
の
筆
圧
の
加
減
を
微
妙
に
変
え
て
あ

孟
法
師
碑

（唐
）
②
　
　
用
紙

り
、

技
法
を
極
限
ま
で
単
純
化
し
た
欧

・
虞
よ
り
は
ず
い
ぶ

ん
複
雑
な
表
情
を
み
せ
て
い
る
。

字
形
は
ほ
ぼ
正
方
形
に
ま
と
め
、

重
心
を
低
く
構
え
る
の

が
基
調
に
な

っ
て
い
る
。

（編
集
部
）

半
紙
普
通
判

Ｈ
一江
日

漢
字
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
法
帖
の
中
か
ら

何
文
字
臨
書
し
て
も
よ
い
。

（掲
載
部
分
以
外
は
不
可
）

慶2廣

ど
を
暑

開を懸

く 明

明秩鏡

鏡号於

墨号講
騨し/

償貫か騨
け 陳

鴻号
鴻

鍾:鍾
を 於

摺岩
轟

に 壇

播
E著

O録

堂;升

昇8堂
る 者
者あ

比

／

之

侶

著
録
の
侶
、

跡

問

道

／

之

客

及

門

跡
を
比
べ
、

道
を
問
う
の
客

、
者

成

雲

難

列

門
に
及
ぶ
者
雲
（群
）
を
成
せ
り
。



ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
，

①
口
剛
田
倒
冊
冊
円
冊
凶
↓
籍
躍
醍
彙
（伝
西
行
）
②

一拡
拡
獄
料
路

よ き
か 可 た 多

ヤま者 の
に  か 可

て た 多
｀
 と 登

玖

十一一一ギ

一，，
律
■
筋
十■
丸

ろ
岳

■
帯
地
ヤ牝

も

の
を

こ
の
お
と

ゞ
、

ゑ
じ
た
ま

て
、

ほ
う
し
に
な
ら
む
と
し

た
ま
ふ
に
、

ほ
う
し

ゝ
て
、

ゐ
ど
の

み
を
す

て
ゝ
こ
ゝ
ろ
の
ひ
と
り

（原
寸
大
）

日
注
＝
か
な
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
古
筆
の
掲
載
部
分
よ
り
歌

一

首
以
上
を
書
く
。

（全
臨
も
可
）

用
紙

・
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

〈た
て
長
に
使
用
〉

・
半
懐
紙
は
、

半
紙
サ
イ
ズ
に
切

っ

て
使
用
の
こ
と
。

・
別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

＊
上
記
掲
載
写
真
１０５
％
拡
大

〈解
説
〉

筆
者
は
西
行
と
伝
わ
る
こ
の

一
条
摂
政
集

は
、

桝
型
の
椿
質
の
素
紙
を
重
ね
た
大
和
綴

写
本

一
帖
が
、

孤
本

（本
文
を
伝
え
る
唯

一

の
伝
存
本
の
こ
と
）
と
し
て
存
在
す
る
。

書
風
は
、

真
筆
の

「
一
品
経
和
歌
懐
紙
」

や
仮
名
消
息
と
類
似
し
、

連
綿
の
流
れ
の
美

し
い
展
開
だ
が
、

同
筆
と
は
い
え
な
い
。

伝
西
行
筆

「曽
丹
集
切
」
と
も
似
て
い
る
。

そ
の
運
筆
は
、

字
形
の
大
小
に
か
か
わ
る
こ

と
な
く
、
自
由
に
旋
回
す
る
リ
ズ
ム
に
乗

っ

て
、

速
度
感
が
あ
る
。

線
は
軽
快
そ
の
も
の
で
、

非
常
に
繊
細
で
よ

く
伸
び
て
い
る
。

行
の
流
れ
も
、

速
さ
に
呼
吸
す
る
か
の
よ
う

に
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
傾
き
を
見
せ
、
う
ね

っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

円
熟
し
た
手
に
よ
る
洗
練
さ
れ
た
気
品
を

有
す
る
名
筆
と
い
え
よ
う
。

　

　

（編
集
部
）

だ多 は者な難

に体 む無 に体

そ曽 き支 ゝ

で三み見て三

は  こ  か 可

く ふ 不 う
ち と 登ち
に体な も
し み 見は盤

ら



漢
　
字
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

濯 難 ‐

ン ン‖

徳

如

海

寿

似

山

静
　
畿
ぱ

よ
み

（徳
は
海
の
如
く
寿
は
山
に
似
た
り
）

浜

田

尚

ナ||

選

書

書
体
川
自
由

習
い
方
解
説
　
岡

浜

田

尚

川

徳
如
海
寿
似
山

（と
く
は
う
み
の
ご
と
く
じ
ゅ
は
や
ま
に
に
た
り
）

徳
は
海
の
よ
う
に
広
く
、

寿
は
山
に

似
て
高
く
長
久
で
あ
る
。

気
脈
が

一
貫
し
て
、

運
筆
の
リ
ズ
ム
が

見
え
る
こ
と
や
、

強
弱
を

つ
け
て
変
化

を
生
か
す
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

す

っ

き
り
し
、

底
に
リ
ン
と
し
た
気
品
と
骨

力
を
持

っ
て
い
る
集
王
聖
教
序
。

流
暢

明
娼
な
美
し
さ
を
表
現
し
た
か

っ
た
。

Ａ
は
、

厚
味
を
出
す
為
に
筆
圧
を
か
け
、

さ
ら
に
毛
が
ね
じ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

深
く
紙
に
線
が
入
り
渋
さ
も
出
し
た
い
。

存
分
に
八
面
出
鋒
試
み
た
い
。

Ａ
の
作
品爾

幾
鶴
ゴ

張 隼



漢
　
字
　
規
　
定
　
秀
級
以
下

【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

雲

中

白

鶴

よ
み

（雲
中
の
白
鶴
）

韓

！！！！！！！！！！！！輩

竹

田

尚

堂

選

書

書
体
Ｈ
糟
書

習
い
方
解
説
　
働

竹

田

尚

堂

雲
中
白
鶴

〔魏
志

・
耶
原
伝
注
〕

（雲
中
の
白
鶴
）

郡
原
が

「空
高
く
雲
の
中
を
飛
び
ゆ

く
白
い
鶴
」
と
讐
え
ら
れ
た
こ
と
に
由

来
し
、

高
尚
な
人
柄
を
い
い
ま
す
。

北
魏
書
の
名
品
の

一
つ
、

張
猛
龍
碑

か
ら
は
意
志
の
強
さ
、

筆
勢
の
激
し
さ

が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

強
い
右
上
り
の

結
体
、

特
徴
あ
る
起
筆
と
転
折
の
筆
遣

い
、

そ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
強
靭
な
線
が

特
色
で
す
。

強
い
だ
け
で
は
な
く
、

欧

法
の
先
駆
を
為
す
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
清

く
、

高
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
参
考
は
、

語
意
の
持

つ
高
潔

さ
と
張
猛
龍
碑
の
高
潔
な
風
を
念
頭
に
、

厳
し
さ
の
中
に
高
さ
を
多
少
な
り
と
も

得
た
い
と
希
い
ま
し
た
。

〔鶴
〕
は
書
写
体
で
す
。



か
　
な
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

よ
み
方
　
う
ぐ
（久
）
ひ
（
日
）
す
に
合
し
朝
寒
か
（可
）
ら
ぬ
京
の
や
ま
（万
）
お
ち
椿
ふ
む
（無
）
人
む
つ
（徒
）
ま
じ
き

朝

倉

春

江

選

書
団
惇

創
作

‖if喜,|,|

に

習
い
方
解
説
　
ロ

朝

倉

春

江

鱒
に
朝
寒
か
ら
ぬ
京
の
山
お
ち
椿
ふ

む
人
む
つ
ま
じ
き

（与
謝
野
晶
子
）

静
か
な
京
都
の
朝
、

鴬
の
時
き
声
を

聞
き
な
が
ら
、

山
路
を
落
椿
を
ふ
み

つ

つ
仲
む

つ
ま
じ
く
散
策
を
し
て
い
る
。

か
な
の
料
紙
を
使
う
時
は
、

特
に
墨

の
濃
度
に
気
を

つ
け
て
、

墨
色
の
変
化

で
リ
ズ
ム
を
美
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
は
含
墨
し
て
い
る
の
で
筆
遣
い

が
自
由
に
で
き
ま
す
が
書
き
進
む
に
し

た
が

っ
て
、

墨
が
枯
れ
て
線
が
細
く
書

き
づ
ら
く
な
り
ま
す
。　

一
番
の
見
せ
所

で
す
か
ら
、

か
す
れ
て
も
急
が
ず
、

ゆ
っ

く
り
と
丁
寧
に
、

特
に
転
折
で
の
当
た

り
に
注
意
し
て
、

穂
先
を
し
ば
り
な
が

ら
整
え
て
運
筆
を
し
ま
す
。

14



漢
　
字
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

徳

如

海

寿

似

山

よ
み

（徳
は
海
の
如
く
寿
は
山
に
似
た
り
）

浜

田

尚

川

選

書

書
体
Ｈ
自
由

習
い
方
解
説
　
ロ

徳
如
海
寿
似
山

（と
く
は
う
み
の
ご
と
く
じ
ゅ
は
や
ま
に
に
た
り
）

徳
は
海
の
よ
う
に
広
く
、

寿
は
山
に

似
て
高
く
長
久
で
あ
る
。

気
脈
が

一
貫
し
て
、

運
筆
の
リ
ズ
ム
が

見
え
る
こ
と
や
、

強
弱
を

つ
け
て
変
化

を
生
か
す
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

す

っ

き
り
し
、

底
に
リ
ン
と
し
た
気
品
と
骨

力
を
持

っ
て
い
る
集
王
聖
教
序
。

流
暢

明
婿
な
美
し
さ
を
表
現
し
た
か

っ
た
。

Ａ
は
、

厚
味
を
出
す
為
に
筆
圧
を
か
け
、

さ
ら
に
毛
が
ね
じ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

深
く
紙
に
線
が
入
り
渋
さ
も
出
し
た
い
。

存
分
に
八
面
出
鋒
試
み
た
い
。

Ａ
の
作
品

緑
！
無
〓
一！一一一塚

！

！齢

魂
ギ
代
暢
柵

浜

田

尚

ナ||



漢
　
字
　
規
　
定
　
秀
級
以
下
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

雲

中

白

鶴

よ
み

（雲
中
の
白
鶴
）

韓

輩

竹

田

尚

堂

選

書

書
体
Ｈ
楷
書

習
い
方
解
説
　
働

竹

田

尚

堂

！

雲
中
白
鶴

〔魏
志

・
郡
原
伝
注
〕

（雲
中
の
白
鶴
）

郡
原
が

「空
高
く
雲
の
中
を
飛
び
ゆ

く
白
い
鶴
」
と
讐
え
ら
れ
た
こ
と
に
由

来
し
、

高
尚
な
人
柄
を
い
い
ま
す
。

北
魏
書
の
名
品
の

一
つ
、

張
猛
龍
碑

か
ら
は
意
志
の
強
さ
、

筆
勢
の
激
し
さ

が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

強
い
右
上
り
の

結
体
、

特
徴
あ
る
起
筆
と
転
折
の
筆
遣

い
、

そ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
強
靭
な
線
が

特
色
で
す
。

強
い
だ
け
で
は
な
く
、

欧

法
の
先
駆
を
為
す
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
清

く
、

高
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
参
考
は
、

語
意
の
持

つ
高
潔

さ
と
張
猛
龍
碑
の
高
潔
な
風
を
念
頭
に
、

厳
し
さ
の
中
に
高
さ
を
多
少
な
り
と
も

得
た
い
と
希
い
ま
し
た
。

〔鶴
〕
は
書
写
体
で
す
。



か
　
な
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

朝

倉

春

江

選

書

ン一一一一！！！！一一！一一！！！！一一！！一一！！！！！！！！！！！！！！！ン

よ
み
方
　
う
ぐ
（久
）
ひ
（日
）
す
に
合
じ
朝
寒
か
（可
）
ら
ぬ
京
の
や
ま
（万
）
お
ち
椿
ふ
む
（無
）
人
む
つ
（徒
）
ま
じ
き

ン

i識‖
|||||||マ||

|||liiヽ,i::itii

一！！一！一一！！！一一一！！！！一一！一一！一一！！！一！一

創
作 ギ

！一〓
〓
〓
耐

習
い
方
解
説
　
ロ

朝

倉

春

江

鷺
に
朝
寒
か
ら
ぬ
京
の
山
お
ち
椿
ふ

む
人
む
つ
ま
じ
き

（与
謝
野
晶
子
）

静
か
な
京
都
の
朝
、

鴬
の
時
き
声
を

聞
き
な
が
ら
、

山
路
を
落
椿
を
ふ
み

つ

つ
仲
む

つ
ま
じ
く
散
策
を
し
て
い
る
。

か
な
の
料
紙
を
使
う
時
は
、

特
に
墨

の
濃
度
に
気
を

つ
け
て
、

墨
色
の
変
化

で
リ
ズ
ム
を
美
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
は
含
墨
し
て
い
る
の
で
筆
遣
い

が
自
由
に
で
き
ま
す
が
書
き
進
む
に
し

た
が

っ
て
、

墨
が
枯
れ
て
線
が
細
く
書

き
づ
ら
く
な
り
ま
す
。　

一
番
の
見
せ
所

で
す
か
ら
、

か
す
れ
て
も
急
が
ず
、

ゆ
っ

く
り
と
丁
寧
に
、

特
に
転
折
で
の
当
た

り
に
注
意
し
て
、

穂
先
を
し
ぼ
り
な
が

ら
整
え
て
運
筆
を
し
ま
す
。



か

な

規

定
　
秀
級
以
下
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙

半
紙
を
ア
ニ
２

（料
紙
可
）
（た
に
て
３２
セ
ン
チ
・
よ
こ
１２
セ
ン
チ
）

掲
載
写
真
の
う
た
を
全
臨
、
ま
た
は
部
分

（
二
字
以
上
の
連
綿
）
を
臨
害
す
る
。

し
ら
ゆ
き
の
と
も
に
わ
が
（可
）
み
は
ふ
り
ぬ
れ
ど

こ
ゝ
ろ
は
き
（支
）
え
ぬ
も
の
に
（〔
）
そ
あ
り
け
る

か

な

条

幅

規

定
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

（料
紙
可
）

田

村

澄

子

選

書
創
作

高

野

切

第

二

種

（掲
載
写
真
縮
小
９３
％
）

習
い
方
解
説
　
働

田

村

澄

子

春
の
苑

紅

に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る

道
に
出
で
立
つ
を
と
め

（大
伴
家
持
）

和
歌
の
横
書
は
、

構
成
、
デ
フ
ォ
ル

メ
し
て
か
ら
、

字
形
、

墨
付
、

行
間
の

響
き
を
考
慮
し
て
書
き
た
い
で
す
。

か

な
と
漢
字
の
調
和
が
大
切
で
す
。

感
性

を
生
か
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
全
体
を

み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
よ
こ
形
式
に
限
る



紘
　

　

　

総
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一一戦

総

稼

一
　

△一即

漢
皇
重
色
思
傾
国
　
御
宇
多
年
求
不
得
　
楊
家
有
女
初
長
成

（長
恨
歌

一
節
）

（漢
皇
色
を
重
ん
じ
て
傾
国
を
思
う
　
御
宇
多
年
求
む
れ
ど
も
得
ず
　
楊
家
に
女
有
り
初
め
て
長
成
す
）

！歓
γ
館
航
諌
轡
一
す
一

漢

字

条

幅

規

定
　
秀
級
以
下

【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

漢

字

条

幅

規

定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

回
築
峯
前
沙
似
雪
　
受
降
城
外
月
如
霜

（李
益
）

（回
楽
峯
前
沙
雪
に
似
た
り
　
受
降
城
外
月
霜
の
如
し
）

西

林

乗

宣

選

書

習
い
方
解
説
　
ロ

西

林

乗

宣

草
書
の
勉
強
法
と
い
え
ば
、

皆
さ
ん

師
匠
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
わ

っ
て
い
る

で
し
ょ
う
が
、

私
が

一
番
関
心
が
あ
る

の
は
王
鐸
で
す
。

あ
の
字
形
の
千
変
万

化
と
息
の
長
い
連
綿
は
飽
き
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
。

練
習
す
る
と
き
は
単
に

形
を
似
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
筆
意
、

線
の
妙
趣
を
学
び
と
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

す
な
わ
ち
書
の

線
は
そ
の
途
中
が
大
事
、

単
純
に
す

っ

と
引
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

習
い
方
解
説
　
ロ

広

瀬

舟

雲

墨
を
普
通
の
濃
さ
に
し
、

鶏
毛
筆
を

用
い
て
、

に
じ
み
と
渇
筆
の
差
異
を
強

調
し
、

変
化
の
あ
る
線
を
求
め
て
書
い

て
み
ま
し
た
。

鶏
毛
筆
の
特
徴
の
ひ
と

つ
、

飛
白
の
あ
る
、

ふ
わ

っ
と
し
た
柔

ら
か
な
線
質
の
中
に
、

凛
と
し
た
直
線

を
利
か
せ
て
み
ま
し
た
。

回
楽
峯
前
の
沙
漠
は
雪
の
よ
う
に
白

く
、

受
降
城
外
の
月
光
は
、

霜
の
よ
う

に
冴
え
わ
た
る
と
い
う
意
味
で
す
。

書
体
＝
自
由

広

瀬

舟

雲

選

書

書
体
――
自
由



′

ベ
　
ン
　
字
　
規
　
定

　

【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
＝
は
が
き
の
大
き
さ
、

白
色
の
も
の
、

黒
イ
ン
ク
使
用
の
こ
と

石

井

明

子

選

書

書
体
＝
自
由

習
い
方
解
説
　
ロ

石

井

明

子

片
か
な
だ
け
で
書
か
れ
た
も
の
は
、

現
代

の
私
た
ち
に
は
読
み
に
く
い
も
の
で
す
が
、

上
記
は
そ
の
内
容
の
表
現
に
ぴ

っ
た
り
と
感

じ
、
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

今
泉
み
ね
は
、

代
々
将
軍
家
の
奥
医
師
を

つ
と
め
た
蘭
学
の
名
門
、

桂
川
家
の
娘
で
、

明
治
維
新
の
年
に
数
え
で
十
四
歳
で
し
た
。

久
々
に
楽
し
い
リ
ズ
ム
に
会
い
ま
し
た
。

前

三
行
は
左
の
通
り
で
す
。

小
、

小
、

小
袴

小
狩
衣
に
小
烏
帽
子
　
　
　
】

夜
も
更
け
て
候
に

四
行
日
は
、

お
囃
子
で
し
ょ
う
。

『名
ご
り
の
夢
』
は
平
凡
社

「東
洋
文
庫
」

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
の
朝
日
新
聞
、

「折
々
の
う
た
」

に

「片
仮
名
は
折
れ
や
す
き
文
字
草
雲
雀
」

（横
山
悠
子
）
と
い
う
句
を
見
つ
け
ま
し
た
。

草
雲
雀
は
小
さ
な
秋
の
虫
で
美
し
く
鳴
く
。

「走
馬
燈
ひ
ら
が
な
と
い
ふ
優
し
き
も
の
」

（辻
田
克
巳
）
と
併
せ
て
鑑
賞
す
る
と

一
切

の
説
明
は
不
要
で
し
ょ
う
。

※
落
款
を
入
れ
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

（落
款
は
自
分
の
名
前
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

）



漢

学

部
　
師
範
　
足
立
　
万
弱

リ
ズ
ム
感
あ
る
木
簡
風
表
現
は
明
快

で
爽
や
か
で
あ
る
。

鶏
毛
筆
使
用
か
、

渇
筆
が
変
化
を
醸
し
出
し
て
妙
。

◎
漢
字
部
総
評
　
上
級
書
体
が
多
様
で

工
夫
の
あ
と
見
ら
れ
る
が
練
度
が
不
足

の
感
あ
り
。

下
級
繁
画
の
四
字
表
現
が

や
や
難
し
か

っ
た
か
。

　

　

（大
雲
評
）

か
な
条
幅
部

師
範

戸
来
　
益
江

や
や
線
は
細
い
が
、
自
然
な
呼
吸
で

行
い
な
く
、

参
考
手
本
を
余
裕
も

っ
て

熟
す
。

バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
秀
れ
た
作
品
。

◎
か
な
条
幅
部
総
評
　
比
較
的
誤
字
も

少
な
く
安
定
し
て
い
た
が
、

相
変
わ
ら

ず
墨
汁
で
墨
色
の
悪
い
も
の
が
目
に
つ

い
た
。

印
は
丁
寧
に
／

　

（洋
子
評
）

前
衛
書
部
　
特
選
　
堀
　
あ
つ
子

骨
格
の
し

っ
か
り
と
し
た
鋭
い
線
で

余
白
の
美
し
さ
を
引
き
出
し
て
い
る
見

事
な
作
品
で
あ
り
格
調
高
い
。

◎
前
衛
書
部
総
評
　
余
白
の
美
を
考
え

構
成
さ
れ
た
作
が
多
か

っ
た
。
も
う

一

歩
力
強
い
線
を
望
む
。

　

　

（洞
仙
評
）

漢
宇
条
幅
部

師
範

山
崎
　
桜
江

濃
墨
で
ね
ば
り
の
強
い
線
質
の
隷
書

沈
潜
し
た
線
が
、

熱
い
想
い
を
発
信
す

る
。

豊
か
で
風
格
が
あ

っ
て
よ
い
。

鱗
ふ

現
代
詩
文
書
部

特
選

野
村
　
成
子

心
の
中
の
想
い
を
大
き
な
動
き
と
し

て
表
現
し
て
い
ま
す
。

行
の
ス
タ
ー
ト

に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
の
も
見
事
で
す
。

◎
現
代
詩
文
書
部
総
評
　
横
書
き
の
作

品
に
押
す
雅
号
印
は
、

や
は
り
本
文
の

書
き
方
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

（蘭
華
評
）

≡
ａ
電
，
縄
ギ
，
一〓
！
！

打
一密
！！！！！，
氏

◎
漢
字
条
幅
部
総
評
　
木
簡
や
古
隷
な

ど
も
素
朴
な
情
熱
を
伝
え
る
も
の
で
あ

り
た
い
。

技
術
の
修
得
過
程
の
人
は
、

じ

っ
く
り
と
書
き
込
み
を
。

（春
洋
評
）

か

な

部
　
師
範
　
杉
浦

を
菊
枝

字
粒
、

墨
量
と
も
変
化
が
自
然
で
美

し
く
、

安
定
し
た
字
形
に
支
え
ら
れ
た

作
品
は
潔
く
、

深
い
魅
力
を
湛
え
て
い
る
。

◎
か
な
部
総
評
　
上
級
者
は
斬
新
な
構

成
の
試
み
が
多
く
見
応
え
が
あ

っ
た
が
、

字
粒
、

墨
量
が

つ
か
め
ず
、

す

っ
き
り

し
な
い
も
の
が
目
立

っ
た
。

（明
子
評
）

！！
■
ス
■
■
■
片
≡
！
！

！！！！！！　　！　　　　　　　　　　！　　！！！！！！！！！！！！！！！！　！！！！！！　！！！！！！！！！！！！　！　！　　　　！！！！！！！　！！！！！！

肺
―

■
棋

！

！↓
！！！！！！！！！！一一！督
Ａ
粋
！
！
！
！
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ベ
ン
学
部
　
師
範
　
吉
村
　
香
苑

丁
寧
で
懐
広
く
豊
か
な
作
で
す
。

落

款
に
至
る
ま
で
気
力
充
実
し
て
隙
が
な

く
、

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

◎
ベ
ン
学
部
総
評
　
安
定
し
た
実
力
の

あ
る
作
品
が
ふ
え
ま
し
た
。

漢
字
と
か

な
の
調
和
、

流
れ
の
大
切
さ
に
加
え
、

紙
質
、

ペ
ン
に
も
吟
味
を
。

（小
扇
評
）

紹推
！！！殿
一ィ恥
！

紘
セ
乙
ど
，
菰
ｆ
玄
頂
―
！

”
，！！！ふ
す
と
，
務
！孜
！務
！
！
！！

え脅
冴
，
玖
十↑
玖
！！■
一「
が
！え
を
！
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今
月
の優特

別

研

究

部

秀

作

回剛
（特
選
）

●
〓ン
附

一ン
梱
掲

一噸
総
議
信

ン
一！一“ン

！！，一
池

田

沙

静

書

田
嵐墨

３

鏑

木

梅

道

「
渡

江
」

閣
樹
員

（奎

池

田

沙

静

「
月
の
沙
漢
」

◆
筆
の
割
れ
か
二
本
筆
か
、

破
筆
に
よ
る
紙

面
の
動
き
が
潤
渇
の
変
化
と
連
動
し
て
爽
や

か
な
リ
ズ
ム
を
醸
し
出
す
。

「
砂
」
は
原
本

で
は

「沙
」
同
字
だ
が
原
本
を
尊
重
し
た
い
。

（大
雲
評
）

◆
思
わ
ず

口
ず
さ
む
よ
う
な
楽
し
さ
を
感
じ

る
作
品
で
す
。

墨
色
の
に
じ
み
を
適
所
に
表

現
し
て
い
る
の
が
紙
面
に
リ
ズ
ム
を
与
え
て

く
れ
て
い
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
俗
蝉
計
〕

◆
坦
々
と
青
墨
の
潤
渇
で
書
き
進
め
た
心
情

を
理
解
す
る
。

静
か
な
雰
囲
気
が
よ
い
が
構

成
上
は
も
う

一
工
夫
あ

っ
て
も
よ
い
。

最
後

は
軽
く
収
め
た
い
。

　
　
　
　
　
（春
洋
評
）

◆
破
筆
で
も
比
較
的
抑
え
た
表
現
で
、

独
得

の
リ
ズ
ム
が
魅
力
。

後
半
二
行
と
落
款
の
入

れ
方
に
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
る
が
、

軽
妙

な
線
を
さ
ら
に
磨
い
て
は
し
い
。

（洋
子
評
）

◆
大
胆
な
運
筆
の
連
綿
で
気
力
充
実
し
て
い

る
処
が
よ
い
。

技
に
ま
か
せ
て

一
気
に
終
り

ま
で
走

っ
た
と
い
う
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。

次

へ
一
つ
調
子
を
破
り
た
い
。

　

（春
洋
評
）

◆
書
く
の
が
速
い
の
か
表
現
さ
れ
た
線
質
に

変
化
が
乏
し
い
の
が
残
念
。　

一
行
目
の
下
部

の
方
に
美
し
い
流
れ
が
表
わ
れ
て
い
る
の
で

呼
吸
の
緩
急
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（Ｇ
主
訪

◆
見
応
え
の
あ
る
二
行
書
。

骨
気
の
あ
る
動

き
で
奔
放
に
筆
を
操
り
、
リ
ズ
ム
を
押
し
開

く
よ
う
に
畳
み
掛
け
て
い
く
。

か
す
れ
が
少
々

荒
く
な

っ
た
の
は
残
念
。

　
　
　

（洋
子
評
）

◆
漢
字
行
草
二
行
書
き
と
し
て
潤
渇
の
変
化

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
る
。

渇
筆

部
に
や
や
荒
さ
を
感
じ
る
の
は
二
層
紙
と
筆

墨
の
相
性
に
難
が
あ
る
の
か
。

　

（大
雲
評
）

弾
秒
輔
蔽
い幡
一襲
輪
ン
ン帥
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鏑

木

梅

道

書

総

評

今
月
は
７９
点

（漢
１９
、

か
‐０
、

現
２８
、

前
２‐
、

象
１
）
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
は
恩
地
、

香
川
、

辻
元
、

下
谷
先
生

の
協
議
で
特
選
５
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

い
ず
れ
も
技
術
的
に
熟
達
し
た

質
の
高
い
作
品
で
し
た
。

安
定
感
と
品
格
が
あ
り
、
じ

っ
く
り

と
鑑
賞
す
る
に
足
る
完
成
度
が
あ
り
ま
し
た
。

特
選
候
補
に
名
を
掲
げ
た
方
々
の
作
品
の
中
に
は
、

発
想
や

企
画
の
上
で
は
、

特
選
作
品
を
凌
ぐ
作
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
も

う
少
し
完
成
度
が
高
く
、

質
が
良
け
れ
ば
と
思
え
る
作
も
数
点

見
ら
れ
ま
し
た
。

可
能
性
に
富
み
、

次
作
が
期
待
出
来
る
作
品

に
接
し
、

楽
し
く
審
査
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（萬
城
）

〈
特
　
選

漢
　
も
く
　
西
川
　
藤
象

漢
　
う
る
　
小
野
寺
幸
源

漢
　
う
る
　
蜜
波
羅
鳳
雲

か
　
蓮
紅
　
千
葉
　
華
紅

現
　
大
雲
　
阿
部
　
恵
泉

現
　
千
葉
　
大
内
　
焚
軒

現
　
氷
堅
　
伊
澤
　
香
雨

前 前 前 前 前 現 現 補

東 大 杏 大 大 大 翠 者

実 拙 苑 拙 拙 雲 吟
∨

尾 荒 松 大 亀 長 鈴
形 木 永 庭 山 島 木

澄 孫 杏 幸 彩 磨 承
神 功 苑 石 雅 雨 琳
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旗窒

）
佐

藤

希

雲

「
波
郷

の
旬
」

◆
濁
点
を
入
れ
、

読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た

か
な
書
。

現
代
詩
文
書
と
の
境
目
が
難
し
い

が
、

デ
フ
ォ
ル
メ
に
無
理
が
な
く
気
脈
の
リ

ズ
ム
も
貫
通
し
て
逸
格
の
品
位
。

（洋
子
評
）

◆
従
来
の
か
な
の
手
法
と
は
異

っ
た
ま
と
め

方
が
お
も
し
ろ
い
。

穏
や
か
な
ま
と
め
方
、

現
詩
の
構
成
研
究
と
、

か
な
の
伝
統
書
が
合

体
し
て
新
し
い
書
風
の
萌
芽
に
。

（春
洋
評
）

◆
俳
句

一
行
書
き
は
左
右
の
余
白
の
関
連
が

難
し
い
。

懐
の
広
い
字
を
適
度
に
配
し
広
が

り
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
さ
す
が
。

鋭
い
冴
え

あ
る
線
と
運
筆
の
リ
ズ
ム
を
。

　

（大
雲
評
）

◆
線
の
流
れ
に
さ
か
ら
わ
ず
自
然
に
墨
色
に

変
化
が
出
て
旬
の
リ
ズ
ム
に
さ
か
ら
わ
ず
自

然
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

印
の
位
置
を
本
文

に
も
う
少
し
近
づ
け
て
見
て
は
。

（倫
子
評
）

「
春

を
待

つ
」

◆
バ
ラ
ン
ス
よ
く
上
下
に
構
成
し
た
の
は
、

計
算
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

紙
面
を
小
さ
く
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

上

部
の
塊
り
を
少
し
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

　

（倫
子
評
）

◆
上
部
の
二

つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
構
成
は
自
然
で
線
の
変
化
も

あ
る
。

下
半
や
込
み
す
ぎ
て
落
ち
着
か
な
い
。

思
い
切

っ
た

余
白
の
生
か
し
方
も
工
夫
し
て
み
て
は
。

　
　

　

（大
雲
評
）

◆
書
き
始
め
の
、
し

っ
と
り
と
し
た
柔
ら
か
な
表
情
に
思
わ

ず
引
き
込
ま
れ
た
が
、

後
半
に
な

っ
て
調
子
が
単

一
に
な

っ

た
の
が
惜
し
い
。

上
下
の
構
成
に

一
工
夫
を
。

　

（洋
子
評
）

◆
上
部
は
自
然
で
行
間
を
生
か
し
て
豊
か
さ
が
あ
る
。

下
部

は
集
団
と
し
て
の
構
成
で
密
度
が
あ
る
。

上
下
別
々
の
ね
ら

い
で
ま
と
め
た
方
が
よ
く
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

　

（春
洋
評
）

操
韓
！！！！ギ

‐臨

縛

籟
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 ‐
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・鴫
略
４
革

様
難
鵡

谷 青 山徐律
堆
「嫌
糾職
■

購
曜
Ｔ
挙平
球
中揺

佐

藤

希

雲

書

米

倉

警

香

書

熊

谷

青

山

書

囲
出全昌

米

倉

警

香

「
雨
音
」

◆
書
き
出
し
の
部
分
を
左
の
集
団
が
、

が

っ
し
り
と
受
け
と
め
て
明
る
い
。

右

は
構
成
上
や
や
弱
い
か
も
し
れ
な
い
。

左
端
の
造
形
と
渇
筆
が
主
役
。（春

洋
評
）

◆
や
や
静
か
な
書
き
出
し
か
ら
左
方

へ

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
る
。

横
形
式

を
生
か
し
た
表
現
で
あ
る
。

紙
質
と
墨

が
合
わ
な
い
感
あ
り
。

更
に
研
鑽
を
。

（大
雲
評
）

◆
か
す
れ
を
上
手
に
生
か
し
て
左
部
に

持

っ
て
行
き
墨
だ
ま
り
を
中
心
に
と
考

え
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
ま
と
ま
り

を
よ
く
し
て
い
る
。

筆
の
活
躍
的
な
動

き
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（倫
子
評
）

◆
構
成
は
自
然
に
発
し
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
が
、

実
に
巧
妙
に
変
化
を
と
げ

て
い
る
。

渇
筆
の
筆
の
回
転
が
見
せ
場

と
な

っ
た
雄
壮
な
作
品
。

墨
色
が
気
に

な
る
が
。

　

　

　

　

　

　

（洋
子
評
）
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今月のホープ作品

茅 野 洋 子

漢
字
研
究
部
　
特
選
　
茅
野
　
洋
子

何
よ
り
の
魅
力
は
伸
び
や
か
な
姿
態
と
骨
格
の
し

っ

か
り
し
た
温
か
な
筆
線
で
す
。

外
柔
内
剛
の
味
を
持

つ
と
言
わ
れ
る
原
本
の
雰
囲
気
が
如
実
に
表
現
さ
れ

て
い
る
た
の
も
し
い
作
品
で
す
。

た
だ
落
款
が
細
す

ぎ
て
調
和
を
破

っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。

◎
漢
字
研
究
部
総
評

「書
は
手
本
を
見
て
学
ぶ
」
と
、
こ
れ
常
識
か
な
。

だ
か
ら
手
本
の
善
し
悪
し
が
学
書
に
直
接
響
き
ま
す
。

そ
の
最
も
よ
い
手
本
が
古
典
で
す
。

そ
し
て
古
典
そ

の
も
の
を
見
て
習
う
事
が
大
切
な
条
件
で
す
。

他
人

の
臨
書
し
た
も
の
で
学
ぶ
と
本
物
と
は
違
う
条
件
が

加
味
さ
れ
た
も
の
を
見
て
学
ぶ
事
に
な
り
ま
す
。

先

生
に
導
い
て
も
ら
う
事
も
欠
か
せ
な
い
大
切
な
事
で

す
が
原
本
を
見
ず
に
先
生
の
手
本
だ
け
で
習
う
事
は

お
勧
め
出
来
ま
せ
ん
。

見
方
や
考
え
方
な
ど
教
え
て

も
ら
い
直
接
原
本
で
学
ぶ
べ
し
。

疑
問
や
難
し
い
事

が
あ

っ
た
ら
先
生
に
尋
ね
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

黛奈

か
強
督

赫‐霜
騒恭

☆

力  ヽ

★
球
策
泰
工
安
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恭
対
病
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役
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毛
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携
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毛
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泰
二
玄
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選評 山  藤  美 知子

今月のホープ作品
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特
　
選

星
野
美
佐
枝

高
橋
　
雅
泉

補
　
　
和
心

後
藤
美
知
子

堀
川
　
魯
春

西
澤
　
彩
峰

塩
澤
　
美
紅

木
下
　
怜
扇

百
木
野
喜
代
子

須
日
　
と月
子

橋
本
　
紅
霞

富
澤
理
恵
子

福
本
真
生
子

安
藤
美
代
子

森
田
　
睦
子

星
　
　
深
雪

栗
原
　
信
子

鄭
　
　
順
宋

平
井
　
栄
子

鈴
木
た
え
子

川
島
　
澄
仙

飯
田
　
恵
萩

川
崎
　
優
子

千
葉
　
華
紅

湯
本
　
桂
月

秀
　
作

小
藤
み
さ
ゑ

西
村
　
桂
苑

篠
田
日
出
子

遠
山
志
希
子

工
藤
　
山
房

岡
本
　
真
峰

五
十
嵐
華
葉

酒
井
　
恵
子

千
葉
　
一戸
村
　
博
舟

玉
葉
　
阿
部
五
百
子

竜
泉
　
泉
水
　
龍
栄

八
街
　
斉
藤
　
水ヽ
舟

竜
泉
　
木
内
　
志
龍

Ａ
Ｉ
　
伊
藤
　
寿
子

梨
雪
　
本
岡
　
梨
桜

高
崎
　
北
村
　
欣
子

竜
泉
　
森
田
　
龍
博

大
雲
　
奥
村
　
麻
美

霜
月
　
藤
原
　
な即
子

玄
翠
　
日
比
　
湖
舟

竜
泉
　
今
村
　
上貝
泉

如
月
　
成
澤
　
裕
子

洞
書
　
濱
田
　
竹
雪

大
阪
　
貝
賀
　
窓
萩

椿
翠
　
小
林
　
晃
代

立電
一泉
　
旦
（　
　
旦
岳
夫

大
拙
　
亀
山
　
ψ杉
雅

秀
明
　
大
森
　
〓暑
代

圭
再圭
再
　
」体
　
　
　
鶴
孟
撫
一

大
阪
　
大
薮
　
徳
子

高
陵
　
會
木
　
勇
介

玄
象
　
木
下
美
都
子

大
阪
　
久
次
米
良
重

千
字
　
水ヽ
守
　
　
薫

東
小
　
伴
　
　
良
子

安
波
　
小
松
　
石
歩

洞
書
　
安
藤
　
楊
風

有
秋
　
武
山
　
芳
枝

Ａ
Ｉ
　
藤
村
　
昌
子

大
雲
　
川
西
　
瑶
雲

佳
　
作

澄
春
　
宇
田
川
春
華

正
華
　
伊
藤
　
英
子

惨
イち

タ
″t
私

キ

免劣
ムじ̀

を,
'ラ'

こ午
じ  芝 ャ

輸

美 彩 魯

紅 峰 春

高京福若玉金京東  霜 蓮蘭大洞道椿大卯椿五椿大秀玉卵椿竹玉遊京竜遊竜正
崎華山葉葉陵橋小  月 紅鼎阪書 翠 阪月翠葉翠阪水松月翠扇松雲橋泉雲泉華

ラ
タ
一チを
与
”
よ
ウ
ヤ
「

で
あ
４
■
ク
′
＼
ぶ
ち
す
る

年
，
，
ゎ

与
れ
！れ
ス
」
ｉ
′，

イ
＝
，
お

れ
！【

な
かう
±
一
　
！！
！
！
！

み
を
多

ゎ
る

ゎ
／北
み
ィ

わ
す１，
十
４
う
ヽ
、ヽ
本
／，み
去ι
ッ島

札
れ
，！！■
！ヶ
・ィ

Ｔ

，
歩
＝
ち
↓

み
お
ス
キ
ツ
歩

　
！！
！
！
！

ｆウ
４て
与
，，ヽ
へ
、ォらｒ
な
ろう
ヤ与

ろ
う
れ
ス
サ
■
え
て
ど
％

か
月
久
■
・！一４
　
！

ケ
劣
研
■

カ

カ
比

材

ィ

写

４ノあ
ら
マ▼
、が

チ

ャ
ヶ

，ち
！

々
わ

れ
た
が
／ウう
ち
ん
１
チ
γ

れ
”
′、
そ
Ｐ
４

ユ
を
ちみ
を
与
！！！オクえ
″
作

つあ
う
ｂ
わ
す
″
ヽ
、、す
７
ラ
■
一
カ
プ
つ

丸
各
れ
″、
Ｌ
，
て
“
え
も

！孫
ぉ
各
↓
あ
口
！

か
な
研
究
部
　
特
選
　
星
野
美
佐
枝

草
が
な
の
七
字
連
綿
を
う
ま
く
表
現
し
て
、

大
ら
か
で
自

由
で
楽
し
い
作
と
な
り
ま
し
た
。

草
が
な
の
運
筆
の
リ
ズ
ム

も
よ
く
と
ら
え
て
秀
作
で
す
。

用
紙

一
考
を
。

◎
か
な
研
究
部
総
評

誤
字
も
な
く
草
が
な
に
大
分
手
な
れ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
で

よ
い
作
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

手
本
を
よ
く
見
て
一
行
毎

の
墨
量
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雅

　

泉

和

　

心

美

知

子

怜

　

一局

喜

代

子

清

　

子

紅

　

霞

理

恵

子

真

生

子

か

な

研

究

部

成

績

発

表

東
小
　
松
永
　
敏
子

四
谷
　
藤
島
美
砂
子

英
峰
　
片
野
　
美
代

湘
南
　
田
丸
　
貞
子

安
波
　
小
野
寺
久
美

Ｎ
Ｈ
　
坂
本
　
み
よ

広
島
　
川
本
　
南
汀

五
葉
　
一戸
来
　
益
江

翠
柳
　
近
池
　
柳
芳

正
華
　
神
保
　
佳
子

雲
漢
　
仲
西
　
涛
漢

大
阪
　
エハ
波
羅
等
玉

翠
吟
　
近
藤
　
閑
窓

こ
だ
　
伊
藤
　
光
子

智
　
　
生
方
由
美
子

竹
一局
　
河
岡
　
星
扇

卯
月
　
津
田
　
幸
子

鬼
高
　
北
村
　
恵
舟

明
漢
　
嶋
　
与
祢
子

鬼
高
　
神
田
　
典
子

明
漢
　
社
本
　
一二
和

ψ杉
　
　
岸
田
　
東
子

墨
縁
　
小
山
内
谷
玲

三
鷹
　
後
藤
　
祥
子

大
阪
　
潰
野
　
琴
爽

平
農
　
主月
木
　
琴
相

高
真
　
木
暮
　
美
紀

生
大
　
君
島
　
　
動
小

書
泉
　
岡
部
　
照
芳

生
大
　
菊
池
　
善
高

金
陵
　
阿
部
　
菜
華

千
葉
　
大
越
　
墨
扇

春
汀
　
下
田
加
代
子

正
華
　
石
橋
　
知
子

戸
出
　
中
島
　
次
子

正
華
　
加
瀬
　
良
子

卯
月
　
宮
川
喜
代
子

東
小
　
大
橋
　
昭
子

調
布
　
小
林
　
雅
子

竜
泉
　
土
谷
　
育
子

石
習
　
内
田
　
皓
泉

竜
泉
　
田
辺
　
豊
龍

室
塁
円
　
鎌
形
　
史
遊

幕
張
　
松
島
　
初牟
舟

竜
泉
　
櫻
田
　
龍
貞

梨
雪
　
的序
本
　
康
子

高
崎
　
主目
木
江
理
子

八
街
　
足
助
　
実
枝

入
　
選

筑
桜
　
伊
藤
　
悦
子

京
橋
　
近
藤
　
松
春

大
拙
　
荒
木
　
孫
功

咲
舟
　
原
　
　
一承
子

竜
泉
　
土
谷
ま
つ
江

正
華
　
菅
谷
　
悦
子

大
阪
　
神
野
　
萩
碧

八
街
　
羽
成
　
紅
楓

洞
書
　
鈴
木
　
英
子

大
雲
　
森
下
　
祥
泉

八
生
　
山
田
　
静
江

蓮
紅
　
遊
佐
　
紅
雅

華
祥
　
山
陪
　
桜
江

幕
張
　
藤
木
　
素
影

石
習
　
佐
藤
佳
代
子

行
徳
　
浅
見
由
紀
子

八
生
　
湯
浅
　
恵
子

八
街
　
石
渡
　
翠
径

千
葉
　
神
谷
　
雲
卿

石
習
　
松
丸
　
愛
石

幕
張
　
柳
内
　
冬
華

も
く
　
西
川
　
藤
象

八
雲
　
七
際
　
裕
美

八
生
　
篠
田
恵
美
子

大
雲
　
朝
倉
　
爽
陽

秀
峰
　
柳
堀
　
政
率

大
阪
　
池
田
　
萩
渓

湘
南
　
田
中
　
吉
恵

澄
春
　
宮
内
　
幸
平

高
真
　
由石
上
　
郁
子

竜
泉
　
竹
中
　
泉
恵

信
篤
　
神
成
　
（何
子

泉
会
　
永ヽ
田
　
時
子

蓮
紅
　
成
澤
　
香
蓮

藤
　
　
高
野
　
昌
蘭

昌
苑
　
士
口
田
　
翠
綾

広
島
　
香
川
　
一晶
子

英
峰
　
鈴
木
　
多
美

広
島
　
熊
谷
　
紫
蘭

清
雪
　
千
歳
　
倫
子

小
苑
　
山
田
　
美
宗

竜
泉
　
鈴
木
　
道
竜

高
真
　
梅
山
　
久
子

石
習
　
関
矢
　
愛
泉

館
山
　
小
山
　
笙
洋

Ａ
Ｉ
　
清
水
由
紀
子

大
雲
　
福
川
　
和
香

硯
水
　
佐
々
木
雅
芳

八
街
　
佐
々
木
町
華

調
布
　
野
沢
美
智
子

竜
泉
　
後
藤
　
良
泉

秀
明
　
］石
崎
　
洋
子

大
阪
　
徳
田
　
萩
峯

紅
略
　
鈴
木
　
智
広

大
阪
　
河
合
　
智
子

竜
泉
　
泉
水
　
龍
宝

卿
玄
　
亀
井
　
紫
風

湘
南
　
小
鳴
　
路
子

仙
台
　
高
橋
　
敏
子

調
布
　
新
岡
由
美
子

木
曜
　
堀
江
　
幸
泉

圧
司
久
美
子

姪
和
　
若
菜
　
矩
子

帝
塚
　
横
井
　
正
江

幕
張
　
高
橋
　
賢
雲

大
阪
　
佐
藤
　
敏
子

硯
水
　
柴
　
　
翠
泉

調
布
　
伊
藤
　
虫貝
芳

大
阪
　
後
藤
多
喜
子

高
陵
　
藤
川
　
寿
三

青
峰
　
士
口野
　
朋
子

大
阪
　
川
原
　
　
恵

如
月
　
加
部
　
↓昌
美

う
る
　
木
村
　
順
子

大
阪
　
押
山
　
純
子

う
る
　
齋
賀
　
裕
美

己
未
　
中
山
　
尚
子

大
阪
　
山石
根
　
恵
峯

己
未
　
舘
野
志
津
子

大
阪
　
浜
　
　
香
織

己
未
　
山
根
二
美
子

青
峰
　
尾
川
　
氾
晨

筑
桜
　
笠
松
史
恵
子

高
陵
　
熊
谷
　
悦
子

う
る
　
川
崎
小
枝
子

喜
楽
　
鈴
木
　
史
子

東
小
　
佐
久
間
節
子

炎
佳
　
佐
藤
　
華
炎

あ
か
　
本
書
　
明
香

遊
雲
　
土
居
　
一承
仙

春
汀
　
宮
野
鼻
満
津
枝

大
阪
　
小
林
　
芳
萩

遊
雲
　
徳
永
　
渓
仙

青
峰
　
鹿
島
　
裕
子

澄
春
　
大
門
　
千
寿

蒼
原
　
佐
藤
　
圭

一

百
谷
　
本
郷
　
谷
恵

声
香
　
米
倉
　
警
香

誠
和
　
石
崎
　
土貝
子

楽
硯
　
小
山
　
尚
子

英
峰
　
上
原
　
岳
峰

玉
葉
　
仙
田
　
孝
子

卯
月
　
新
谷
　
一風
泉

千
葉
　
平
山
　
彩
華

大
阪
　
野
々
山
萩
錦

五
葉
　
都
丸
み
ど
り

正
華
　
水ヽ
井
　
宏
枝

千
葉
　
大
槻
　
幸
江

正
華
　
松
岡
　
律
子

卯
月
　
川
回
美
智
江

正
華
　
木
原
　
輝
子

選
外
２９４
名
氏
名
略

〃譲需寮弄奎
玉冨辰牧沖高
岡日本野 橋

佐
萩萩光毬和侑
翠彩子子子豊



く作品鑑賞会〉
日時 :2月 11日(日)午 前10時30分～正午

会場 :東京都美術館展覧会場 (第 1室 )
※参加される方は午前10時20分までにご集合ください。

松 延 会 書 展

会 期 平成19年3月 1日lAl
～ 3月 5日(月)

12 :  0 0 - 1 7  :  3 0

リベス トギャラリー 創

lul書道 芸 術 院

側 毎 日書 道 会

東京都武蔵野市吉祥寺事務局

東町 3-2 2 - 1 2

60422-22-2251

高橋 松 延

場
　
援

△
蚕
　
後

京 都 美 術 館

7日 (水)～12日(月)

く表 彰  式 〉
日時 :2月 11日(日)午 後 3時～午後 4時

式場 :帝 国 ホ テ ル 孔 雀 の 間

第 12回

さきたま書人展
会 期 :平成19年3月 1日lAl

～ 3月 6日(幻

10 : 0 0 - 1 8  :  0 0

(初日13:00よ り)

会 場 :大宮ソニック

オープンギャラリー31階

JR大 宮駅西回徒歩 5分

書道芸術院北関東総局 ・さきたま書人会

事務局 :埼玉県さいたま市見沼区

御蔵797-1 菊 池方

回Ю48-685-5405

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　
新
会
員
作
家
展

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
会
期
Ｈ
３
月
５
日
側
～
３
月
３‐
日
働
　
　
一

一
会
場
Ｈ
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
毎
日

　
　
　
　
　
一

一
　

　

（毎
日
新
聞
社
東
京
本
社
１
階

二

一
主
催
Ｈ
毎
日
新
聞
社

・
働
毎
日
書
道
会
　
一

一
☆
第
１
期

（３
月
５
日
側
～
１０
日
働
）

一

一
　

弾
義
華
蜘
　
一キ
神
韓
華
　
　
　
　
　
　
一

十
　

一剛
衛
書
部
　
千
葉
華
紅
　
矢
野
弥
生

　
一

一
☆
第
２
期

（３
月
１２
日
側
～
１７
日
働
）

一

一
　

か

な

部
　
勝
山
初
美
　
　
　
　
　
　
一

一
　

前
衛
書
部
　
小
野
里
和
子

　
　
　
　
　
一

一
☆
第
３
期

（３
月
１９
日
側
～
２４
日
働
）

一

一
　

漢

字

部
　
東
原
扇
桜

　
　
　
　
　
　
一

一　
　

近
代
詩
文
書
部
　
中
山
田
桂
風

　
　
　
　
　
　
一

一
　

前
衛
書
部
　
千
葉
紅
雪
　
　
　
　
　
　
一

一
☆
第
４
期

（３
月
２６
日
側
～
３‐
日
働
）

一

一　輸晶卦諭　帥抑紫豹子　　　　一

一
　

一削
衛
室
ヨ部
　
中
瀬
美
智
子

　
　
　
　
　
一

ｒｌ
‥
―
‥
―
‥
―
…
―
‥
―
…
―
‥
―
‥
―
‥
―
…
―
―
―
…
―
‥Ｌ

第60回記念 書 道 芸 術 院 展
会  場 : 上 野公園 東

会  期 : 平 成19年2月

く祝 賀 懇 親 会〉

日時 :2月 11日 (日)午 後 5時～午後 7時

会場 :帝国ホテル 孔雀の間



●
締

切

日

●
規

定

部

３

月

２０

日

“輸代な討文豊ず欄
｝蝶維稚唯は

半
紙
縦
使
用
に
限
る
、　

一
人

一
点

（両
部
門
に
出
品
で
き
る
）

●
研
究
部

（審
査
会
員
は
出
品
不
可
）

●
特
別
研
究
部

（審
査
会
員
も
出
品
可
）

●
出
品
資
格
　
高
校
生
以
上

●
月
例
競
書
作
品
出
品
の
心
得

一
、

締
切
日
必
着
厳
守

二
、

月
別
出
品
券
を
貼
付
し
て
い
な
い
バ
ー

コ
ー
ド
券
は
認
め
な
い

三
、

月
別
出
品
券
の
コ
ピ
ー
は
不
可

四
、

働
初
め
て
出
品
の
と
き
は

「新
」

ロ
ニ
回
目
出
品
の
と
き
は

「
１０
」

口
○
印
は
昇
級

（
一
級
上
の
級
を
書
く
）

口
「締
切
後
着
」

。
「段
級
不
明
」

・

「
課
題
違
反
」

。

「
落
款
な
し
」

の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
し
、

氏

名
を
掲
載
し
ま
せ
ん
。

※
▲
印
段
級
誤
記
入

バ
ー

コ
ー
ド
出
品
券
に
つ
い
て
お
願
い

＊
作
品
か
ら
は
が
れ
な
い
よ
う
に
、

右
下

に
し

っ
か
り
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
月
別
出
品
券
の
部
別
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
貼

っ
て
く
だ
さ
い
。

（※
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
は
は
が
れ
や
す
い

の
で
、

ヤ
マ
ト
の
り
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。）

＊
記
入
す
る
数
字
は
、

級
位
は
算
用
数
字
１
、
２
、
３
…

段
位
は
漢
数
字
　
初
、

二
、

三
…

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
級
位

の
方
は
、

出
品
す
る
月

の
本
誌

（最
新
号
）

で
成
績
を
調
査
確
認
の
上
、

級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

確
認
で
き
な

い
と
き
は
、

現
在
級
を
書
き

「
未
調
査
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ベン字 かな条幅 漢字条幅 なか 漢  字 音再P目

1 0  師

級 範

10  師

級 範

秀
級
以
下

初
段
以
上

秀
級
以
下

初
段
以
上

秀
級
以
下

初
段
以
上

段

級

位
は
が
き

サ
イ
ズ 色盤誘

半

切

半

切

半
紙

た
て
％

（料
紙

不
可
） 色懇話

半

紙

半

紙

用

紙

書

体

自

由

倉J

作

創

　

　

　

作

（
書

体

自

由

）

昼創

体
自

0作

臨

　

　

　

書

（
写
真
掲
載
部

分
を
全
て
書
く
）

倉J

作

創

作

（
楷

書

）

窒創

体
自

0作

書
体

・
内
容

かな研究 漢学研究 音再「弓

審
査
会
員

候
補
以
下

（審
査
会
員

は
不
可
）

審
査
会
員

候
補
以
下

（審
査
会
員

は
不
可
）

出
品
資
格

半

紙

た

て

（料
紙

も
Ｂ

た半

て 紙

用

紙

掲
載

の
古
筆

の
臨
書
、

歌

一
首

以
上

を

書
く
、

全
文

も
可
（掲
載
部

分

以
外

の
箇

所
は
不
可
）

掲
載

の
古
典

の
臨
書
、

文
字

数
自
由
（掲
載

部
分

以
外

の

箇
所
は
不
可
）

書
体

・
内
容

作究研男J特

「
特
別
研
究
作
品
」
出
品
券
を
貼
付

※
バ
ー

コ
ー
ド
出
品
券

は
使
用

で

き
な
い

誰
で
も

出
品
可

（審
査
会

員
を
含

む
）

出
品
資
格

小
画
仙

半
切

・

ま

た

は

７０

×

７０

セ

ン

チ

以
内
、

縦
横
自

由 用
　
紙

漢
字
・
か
な
・

現
代
詩

・
象

刻

・
前
衛
書

の
各
部
門
を

含
ん
だ
創
作

た＝
口
ｍ
批朔
室
日

（
象
刻

は
印

影
に
落
款
を

入
れ
て
応
霧

※
各
部
を
通

じ
て

一
人

一
占
偽

刻
字
は
不
可

内

容

昭
和
五
十
年

一
月

二
十
七

日
第
二
種
郵
便
物
認
可

平
成
十

九
年
　
一一　
月

二
十

五

国
　

　

印

　
　
刷

平
成
十

九
年

一
一
月

　

一
　

日
　

　

発
　
　

（何

（毎
月

一
回

一
日
発
行
）

主
『
　
道
　
士
蚕
　
術

第
五
五
〇
号

◎
郵
便
物
と
月
書
・
送
金
・
一
般
事
務
等
は

じ
酬

東
顛
脚
師

一 代
脚

一 区
六
十
七

神
田
芝
崎
ビ
ル
三
階

笛

責

書

道

芸

術

院

電
話
（〇
三
￥

一八
六
一
一十

一
九
五
四

Ｆ
Ａ
ｘ
（〇
三
￥

一八
六
二
十

一
九
二
七

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
連
絡
は
、

月
曜
日
～
金
曜
日
九
時
～
十
七
時
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。

（土
。
日
・祝
日
は
休
み
）

送

料

回
の
郵
送
料

一　
月

二
十

五

日
印

刷

一
一
月

　

一
　

日
発
行

定
価

　

一
部
　
ユ〈
五
〇
円

〒
鬼
理

株
式
会
社

リ

ン

ク

ス

印
　
刷
　
小
沢
写
真
印
刷
株
式
会
社

葎

所

働

書

道

芸

術

院

品
東京謂
略
が明
ビ田一生
一一成

電
話

（〇
三
と

一八
六

二
上

九
五
四

Ｆ
Ａ
ｘ

（〇
三
と

一八
六

二
上

九
五
七

振
替

○
〇

一
五
〇
‐
四
上

〓
一二
〇
五
八

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
げ
津
じ
く
＼
電
電
電
】一ｐ
命の
ｏｐ
」ｏ
＼
ｏげ
ｏ
∞
ｏ【＼

平 平
成 成

十 十
九 九

年 年

1部

2部

3部

4部

5部

6部

7部

8部

か
月
の

購
抗
部
数
が

68円 1

;;呂 腎
!!‖呂 腎
124円 の

14 0円

14 8円

発 編

行 集

人 兼

恩

地

春

洋

9部  156円

10部以上は

送料免除
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